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朝鮮半島･台湾出身の特別永
住者として永住している方な
どで元軍人軍属等の皆さんへ
の弔慰金･見舞金の支給
対昭和12年7月7日以降の公務
傷病により、①昭和16年12月8
日以降死亡した方の遺族②重度
の障害の状態にある方③重度の
障害の状態にあった方の遺族
支給内容 ①又は③に該当する
方は弔慰金260万円､②に該当
する方は見舞金等400万円

申 3月31日までに各市町村役場
援護担当課
問 申込先､県庁福祉保健総務課

化学物質を取り扱う事業者の
皆さんへ
従業員21人以上の化学物質を
取り扱う事業者は4月から6月
の間に平成15年度分PRTRの届
出が必要です。また、年間取扱
量1ｔ以上の事業所に範囲が拡
大します。制度･様式等は県ホ
ームページで掲載しています。
問県庁環境管理課

世界遺産交通シンポジウム
in 高野山
基調講演｢歴史・文化遺産地区の
交通対策と課題｣
講師：竹内伝史氏(岐阜大学教授)
時 3月22日(月)13:30～
場高野山大師教会本部(高野町)
定 200人(先着順)
申電話で県庁総合交通政策課
又は高野町役場
問県庁総合交通政策課

魚にエサをやろう①
時 4月29日(祝) 14:00～16:30
場県立自然博物館(海南市)
定 20人※小学4年生以下は保護
者の同伴が必要　抽
費入館料＋103円(傷害保険料)
申往復ハガキ又はEメールで参
加希望者全員(保護者含む)の住
所、氏名、年齢、電話番号を、
4月15日までに会場｢魚にエサを
やろう①｣係〒642-0001海南市
船尾370-1
Eメール esa@shizenhaku.wa
kayama-c.ed.jp
問会場t073-483-1777

海外でのボランティア体験
報告会
JICA(国際協力機構)派遣の青年
海外協力隊、シニア海外ボラン
ティアの帰国隊員による任地で
の生活や活動等の体験報告会
時 3月13日(土) 13:30～15:30
場和歌山ビッグ愛(和歌山市)
定 30人(先着順)
申ハガキ、FAX、Ｅメールで
住所、氏名、電話番号を、(財)県
国際交流協会内JICA体験談係
〒640-8319和歌山市手平2-1-2
和歌山ビッグ愛8階　
FAX073-435-5243
Eメール j i cadpd-desk-wakaya
maken@j i ca.go.jp
問申込先t073-435-5240

障害者パソコンボランティア
①派遣希望者

対障害のある方で、自宅でパ
ソコン操作の指導を希望する方
②養成講座受講希望者

時･場 3月27日(土)･28日(日)＝
田辺市　※両日の受講必要
対障害のある方の自宅でパソ
コン操作を指導するボランティ
ア活動希望者
(①②共通)

申･問 県身体障害者連盟※

t073-423-2665
FAX073-428-0515

都市計画区域マスタープラン
原案の縦覧とその意見
より良いまちづくりを進めるた
め、まちの将来像を示す｢都市
計画区域マスタープラン｣の原
案の縦覧とその意見を募集
閲覧場所 県庁都市政策課、各振興
局建設部、都市計画区域を指定し
ている市町役場、県ホームページ
申郵便、FAX、Eメールで住所、
氏名、電話番号を、3月5～19
日に県庁都市政策課FAX073-

441-3232 Eメールe0809001
@pref.wakayama.lg.jp
問申込先

内閣府主催青年国際交流事業
平成16年度実施の｢国際青年育
成交流｣｢日中､日韓青年親善交
流｣｢世界青年の船｣｢東南アジア
青年の船｣の参加青年を募集
対 18～30歳の日本国籍を有す
る方
申所定の申込書で3月31日まで
に県庁青少年課又は各振興局県
民行政部総務課
※4月11日に和歌山市で、5月
中に東京で選考試験あり
※詳細は申込先にお問い合わせ
ください

烏骨鶏
うこっけい

の有償配布

育種改良で産卵率を高めた烏骨
鶏を愛玩

がん

動物用として配布
費 1羽あたり①生後70日まで
400円 ②生後4カ月まで543円
定雄雌各100羽（先着順）
※翌月以降も各50羽程度を配
布予定
申 3月10日から県養鶏研究所※

t0738-54-0144
問申込先

特定公共賃貸住宅入居者
和歌山市内の4団地で募集。対
象は中堅所得者。所得に応じて
家賃が変わります。
申県住宅供給公社※

t073-425-6885
問申込先、県庁住宅環境課

各振興局代表電話　海草 県庁代表と同じ　那賀 0736-63-0100 伊都 0736-34-1700 有田 0737-63-4111 日高 0738-22-3111 西牟婁 0739-22-1200 東牟婁 0735-22-8551

県職員採用試験総合案内の配布
平成16年度の試験日程や受験
資格等を掲載しています
配布場所 県人事委員会事務局、
各振興局県民行政部総務課、各
警察署等で配布
※県ホームページでも掲載
問県人事委員会事務局
t073-441-3763

「不治の病」を指す「難病」という病気の範囲は、医
学の進歩にともない時代と共に変わります。現時点
で発病原因が不明で治療法が未確立等の病気が、難
病として指定され、この対策として医療費の助成が
行われるとともに治療研究も盛んに行われています。
しかしながら、難病患者・家族は、病気であるがため

の様々な問題に直面しています。病気を家族にうち明
けられずに苦しむ人や、病気の告知で悩む家族もいま
す。長期治療による経済的負担や、将来の生活不安か
ら生じる心理的なストレスもその一つです。さらに就
労条件や就労環境で、治療や病気への配慮がないため

仕事を続けることができない等の問題も生じています。
また、難病には、外見上は健康な人と変わらない

のに、病気のために行動や表情などに違いが出る場
合もあります。病気への十分な理解がないと、見た
目で判断したり先入観をもって対応してしまうこと
にもなりかねません。難病というだけで「うつる」
とか「難病の家系」といった誤解や偏見を持つ人が
依然として存在し、心ない言葉や態度で傷つけられ
る患者・家族も少なくないのが実情です。
こうした問題をもっと身近なこととして理解を深め、

誤解や偏見がないか今一度見直してみてください。
私たちは、難病患者・家族が病気であるがために社
会的弱者となることや差別の対象となることを防ぎ、
共に生きる社会を作らなければなりません。

●難病は人から人へ「うつる」病気ではありません。

●難病がすべて「遺伝」するわけではありません。
※遺伝子が原因といわれる難病の多くは遺伝によって
発病するのではなく、むしろ遺伝子の突然変異によ
ると考えられており、何らかのきっかけで誰でも発
病する可能性があります。

難病患者・家族の皆さんへ

様々な問題への支援活動を行う患者会・家族会等が

あります。また、難病に関して各種相談・支援を行

うＮＰＯ法人も県内に設立されています。

一人で悩まずに、まずご相談ください。

問 県庁健康対策課、各県立保健所

確定申告はもうお済みですか？
所得税 3月15日(月)まで
個人事業者の消費税･地方消費税 3月31日(水)まで
問 各税務署

県税の納税はお済みですか？
3月は｢滞納整理強化月間｣
自主財源及び税負担の公平を確保するため、たび重なる催告にもかか
わらず納税の意思が見られない人に対しては、財産調査を行い、法律
の規定に基づいて差押えを実施します。まだ納税していない人は至急
各振興局または金融機関で納税してください。何らかの事情で納税で
きない人は、各振興局税務課（海草は税務部）へご相談ください。

県税の休日･夜間納税窓口（各振興局に開設）
納税や相談にぜひご利用ください
【夜間】3月25日(木)20:00まで 【休日】3月28日(日)9:00～17:00
問 各振興局税務課（海草は納税課）

わかやま勤労者
支援センター

電話、面談、Eメールによる勤
労者の各種相談や、I T･パソコ
ン、資格取得などの講座を実
施しています。気軽にご利用
ください。
場 和歌山市北出島1-5-46
（和歌山ビッグホエール北隣）
問 センターt073-425-3356
Eメール w-rfk-s@naxnet.or.jp

難病と人権
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農
業
士
の
皆
さ
ん

が
来
庁

県
の
施
設
や
事
業

の
現
場
等
を
見
学
す

る
こ
と
に
よ
り
県
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
「
紀
の
国
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」。
和
歌
山
市
・

海
南
市
・
海
草
郡
で
農
業
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
る
「
和
海
地
方
農
業
士
会
」
の
皆
さ
ん
が
研

修
で
こ
の
バ
ス
を
利
用
し
、
そ
の
訪
問
先
の
一

つ
と
し
て
県
庁
に
木
村
知
事
を
訪
ね
ま
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
が
来
て
く
れ
る
と
き
、
雨

が
降
る
の
は
珍
し
い
ん
で
す
よ
」
と
知
事
が
笑
顔

で
迎
え
る
と
、「
農
家
に
と
っ
て
雨
は
恵
み
で
す
。

こ
ん
な
日
に
研
修
で
き
る
の
は
有
り
難
い
」
と

会
長
の
西
岡
照
高
さ
ん
。
知
事
が
「
私
も
家
庭

菜
園
で
大
根
や
イ
チ
ゴ
な
ど
30
種
類
く
ら
い
栽

培
し
て
い
ま
す
。
難
し
い
け
ど
楽
し
い
で
す
ね
」

と
言
う
と
、
西
岡
さ
ん
は
「
仲
間
内
で
は
、
木

村
知
事
は
農
業
好
き
で
通
っ
て
い
ま
す
。
先
日
、

テ
レ
ビ
で
金
時
シ
ョ
ウ
ガ
が
冷
え
性
に
効
く
と
、

産
地
の
美
里
町
が
紹
介
さ
れ
た
ら
問
い
合
わ
せ

が
殺
到
し
ま
し
た
。」
そ
れ
を
聞
い
た
知
事
は

「
健
康
に
良
い
こ
と
を
P
R
す
る
と
か
、
よ
そ
に

は
な
い
美
味
し
い
ミ
カ
ン
を
つ
く
る
と
か
、
都

会
の
人
に
土
の
つ
い
た
も
の
を
売
る
と
い
っ
た

工
夫
が
大
事
だ

し
、
実
際
に
そ

う
い
う
こ
と
で

成
功
し
て
い
る

事
例
が
県
内
に

た
く
さ
ん
出
て

き
て
い
ま
す
。

農
業
は
未
来
の

あ
る
分
野
。
農

家
が
誇
り
と
自

信
を
持
て
る
和

歌
山
に
し
た
い
」

と
熱
く
思
い
を

語
り
ま
し
た
。



平成16年（2004年）3月1日�8


